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足立区男女共同参画推進委員会会議概要 

会 議 名 令和２年度 第１回 足立区男女共同参画推進委員会 

事 務 局 地域のちから推進部区民参画推進課 

開催年月日 令和２年７月２７日（月） 

開 催 時 間 午後２時００分 ～ 午後３時５６分 

開 催 場 所 エル・ソフィア ３階 第２学習室 

出 席 者 

【委員】 

石阪 督規 委員長 高祖 常子 副委員長 徳永 裕文 委員 

石川 秋恵 委員 内藤  忍 委員 片野 和惠 委員 

野田 睦子 委員 田中 裕子 委員 小川 節子 委員 

田中 孝子 委員 上野須美代 委員 猪野 純子 委員 

亀田 彩子 委員   

【事務局】 

寺島 光大 区民参画推進課長 

明石 光人 男女共同参画推進係長 前川 男女共同参画推進係主任 

【傍聴者】２名 

会 議 次 第 １ 開会挨拶 

２ 新任委員委嘱状の交付 

３ 各委員紹介 

４ 男女共同参画社会推進に関する区及び本委員会のこれまでの取組み 

  について 

５ 委員長挨拶及び男女共同参画の動向について 

６ 副委員長の選任について 

７ 今年度の委員会運営方針及び検討・協議・取組み事項について 

様式第１号（第３条関係） 
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  （１）男女共同参画推進事業の年次報告書の作成・区長報告 

     －報告は１２月までを予定－ 

  （２）「第７次足立区男女共同参画行動計画」とこれに基づく実施 

     状況調査票（令和元年度）について 

  （３）業者委託講座実施結果に関する委員会での評価実施 

     －１０月・３月の年２回－ 

８ 令和２年度重要課題の抽出及び意見交換 

９ 今年度の委員会開催回数及び開催日の決定について 

10 その他 

11 事務連絡 

資 料 

 

・資料１：第９期男女共同参画推進委員会委員名簿 

・資料２：令和２年度男女共同参画推進委員会開催日程調整表 

・資料３：足立区男女共同参画社会推進条例 

・資料４：足立区男女共同参画推進委員会規則 

・資料５：令和元年度 男女共同参画推進施策に関する年次報告書の 

     修正について 

・参考資料１：【令和元年度下半期】足立区男女共同参画プラザ講座 

       実施委託総合評価表 

・参考資料２：男女参画プラザ講座評定集計票 

・参考資料３：【昨年度参考】令和元年度足立区男女参画プラザ講座 

       委託の中間評価のスケジュール 

・参考資料４：令和元年度足立区男女参画プラザ講座開催一覧表 

       （４月～８月） 

・ワーク・ライフ・バランス推進企業募集チラシ 

・イクメン・イクジイフォトコンテスト作品募集 

・区民参画推進課所管各講座等のチラシ等 

 

そ の 他 
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（審議経過） 

１ 開会挨拶 

（寺島課長） 

 皆様、こんにちは。 

 定刻になりましたので、令和２年度第１

回足立区男女共同参画推進委員会を開催さ

せていただきます。 

 私は、区民参画推進課長の寺島と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 当委員会でございますけれども、男女共

同参画推進委員会の規則の第４条におきま

して、半数以上の委員のご出席をもって成

立するとなってございます。本日、有効に

成立しておりますことを、まずご報告させ

ていただきます。 

 また、同規則第５条によりまして当委員

会は、公開の委員会となってございます。

ご発言の委員の方々につきましては、後ほ

どご発言内容をご確認いただいた上で、ホ

ームページ等で公開をしてまいるという形

になります。また、本日、傍聴人の方もお

見えになっておりますので、ご承知おきく

ださいませ。 

 まず、お手元の資料の確認について、事

務局からさせていただきます。 

（明石係長） 

 同じく区民参画推進課の明石と申しま

す。本日はよろしくお願いいたします。 

 まず、お手元にございます資料の確認を

１枚ずつしたいと思います。 

 まず、次第に沿って資料の確認をいたし

ます。資料１、第９期男女共同参画推進委

員会委員名簿が１枚。資料２、令和２年度

男女共同参画推進委員会の開催日程の調整

表、これも１枚です。資料３が足立区男女

共同参画社会推進条例、これは両面で４枚

ホチキス留めになっております。資料４が

足立区男女共同参画推進委員会の規則、こ

れが両面の１枚ぺらの資料になります。資

料５については、令和元年度の男女共同参

画推進施策に関する年次報告書の修正がご

ざいましたので、Ａ３の紙で修正版を入れ

ております。これは先日お配りいたしまし

た令和元年度年次報告書の中身の修正がご

ざいましたので、こちらになります。 

 参考資料が幾つかございます。参考資料

についてはクリップ留めになっておりま

す。令和元年度下半期、足立区男女参画プ

ラザの講座実施委託総合評価表が、参考資

料１から参考４までございます。よろしい

でしょうか。その次に、講座のご紹介で講

座のチラシが２部入っております。「弟の

夫」というものと「女性のための法律講

座」、２枚が入っております。そして、チ

ラシがもう２枚ございまして、「ワーク・

ライフ・バランス推進企業大募集」という

チラシ、それと「イクメン・イクジイフォ

トコンテスト」というチラシが１枚入って

おります。そして最後に、先日皆様に郵送

させていただきました資料が３部ございま

す。１つ目が男女行動計画の実施状況調査

票、Ａ３で分厚いものになっているんです

けれども、こちらが１つ、基本目標の成果

指標調査票というのがございます。これも

Ａ３で２枚、両面刷りになっております。

最後に、令和元年度年次報告、委員会提言

についての所管の考え方及び令和２年度事

業予定・回答シートというのが、片面でＡ

３で３枚ございます。この３部については

事前に委員の皆様に郵送させていただいた

ものなんですけれども、もし今までの資料

の中でこれがないという方がいらっしゃい

ましたら、今お渡しいたしますので事務局

のほうにお願いします。ない資料がござい

ますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 では、事務局からの資料の確認は以上に

様式第２号（第３条関係） 
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なります。 

（寺島課長） 

 それでは、引き続き次第に沿いまして進

めさせていただきます。 

 なお、本日、感染拡大防止のためという

ことで、窓を開け放って換気をしながらと

いう形で進めさせていただきます。空調の

効きが悪かったりですとか、外の音が入っ

たりとかでお聞き苦しいところもあるかと

思いますが、ご理解いただければと思いま

す。 

 

２ 新任委員委嘱状の交付 

（寺島課長） 

 それでは、次第の２の新任委員への委嘱

状の交付でございますけれども、今回、新

任の委員が３名いらっしゃいますが、事前

に委嘱状はご送付させていただいておりま

す。ご了承いただきたいと思います。 

 

３ 各委員紹介 

（寺島課長） 

 続きまして、３番目の各委員のご紹介で

ございます。 

 こちらにつきましては、資料１に名簿を

つけさせていただいております。こちらも

会議時間の短縮ということでございますの

で、こちらの名簿をもちまして各委員のご

紹介に代えさせていただきたいと思いま

す。 

 ただし、今ほど申し上げましたように、

今回新たに委員になられた方がいらっしゃ

いますので、そちらの委員さんからは一言

ご挨拶を頂戴できればと思っています。 

 それでは、片野委員からよろしいでしょ

うか。 

（片野委員） 

 足立区女性団体連合会のこのたび会長に

就任いたしました片野でございます。 

 ＮＰＯ法人などもやっておりますので、

深く施策に関わっていることを、今回、報

告書を見て知りました。よろしくお願いい

たします。 

（寺島課長） 

 ありがとうございます。 

 続きまして、田中孝子委員、お願いいた

します。 

（田中孝子委員） 

 足立区立中学校ＰＴＡ連合会に所属して

います。私としては第一中学校のＰＴＡ会

長を務めて２年目になります。足立区のこ

ともあまりまだ分かっていないところもあ

りますし、いろいろなところで地域貢献と

いうことでいろいろやっておりますので、

よろしくお願いいたします。 

（寺島課長） 

 よろしくお願いします。 

 続きまして、事務局職員の紹介をさせて

いただきます。 

 係長の明石と主任の前川でございます。

よろしくお願いします。 

（明石係長） 

 よろしくお願いいたします。 

（前川主任） 

 よろしくお願いいたします。 

 

４ 男女共同参画社会推進に関する区及び 

  本委員会のこれまでの取組みについて 

（寺島課長） 

 それでは、続きまして、次第の４でござ

います。男女共同参画社会推進に関する区

及び本委員会のこれまでの取組みについて

ということで、私のほうから簡単にお話を

させていただきます。 

 新任の委員の方もいらっしゃいますので

改めてご説明いたします。区でつくってお
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ります男女共同参画の第７次の計画という

のがお手元にあろうかと思います。こちら

の14ページ、15ページを開けていただけれ

ば、この計画の体系が載っております。 

 基本目標として４つの基本目標がありま

して、そこに取組の方向性ということで14

の取組の方向性がありまして、そこに42の

それぞれの施策がぶら下がっているという

ようなつくりになっております。 

 こちらの計画ですけれども、平成30年度

からの４カ年計画という形になっておりま

すので、令和３年度までの計画になってお

ります。 

 国のほうで今、第５次の男女共同参画の

基本計画の策定が進んでおりますので、今

年の年末ぐらいには恐らく閣議決定される

だろうというふうに思っていますが、そち

らの計画を受けまして翌年度、令和３年度

中に、今度は区のほうの第８次計画の策定

を行っていくという形になります。８次計

画の策定に当たりましては、男女共同参画

推進委員会、こちらのほうでご意見をお伺

いしながら第８次計画を策定していくと、

そういった流れになってまいります。 

 現在のこの区の第７次計画の４つの基本

目標、大きな柱ですけれども、１つ目の柱

のところはワーク・ライフ・バランスの推

進という形で、国のほうでもいろいろと働

き方改革ですとか女性活躍の推進、いろい

ろ取り組んでいますけれども、ここの部分

がその計画に当たるところです。 

 ２つ目の基本目標のところにつきまして

は、各人の個性や多様な生き方を尊重し、

相互理解が進む社会の醸成という形で、こ

このところは、最近よくお耳にするように

なったＬＧＢＴの関係ですとかそういった

ものも、この２つ目の柱のところに含まれ

ているという形になります。 

 ３番目のところのＤＶ等の暴力の根絶、

支援体制の充実につきましては、区のほう

で、この男女共同参画の行動計画が足立区

の配偶者暴力対策基本計画、こちらを兼ね

るという形になっておりまして、ここの３

つ目の柱のところでＤＶの計画という形に

なっております。 

 ４つ目の柱のところが、ひとり親家庭へ

の支援ということで、これが足立区の計画

の一つの特徴でもあろうかと思うんですけ

れども、区のほうで子どもの貧困対策とい

うことで、ここ数年取組を進めてきており

ますので、そこにマッチするような形でひ

とり親支援ということも、柱の一つに入れ

ています。 

 ひとり親家庭といいますとどうしてもや

はり、母子家庭、父子家庭がありますけれ

ども、やはり、母子家庭のほうが平均収入

としてはかなり低くなってきます。したが

いまして、貧困の問題というのは女性問題

でもあり得るということもありますので、

ここのところで１つ大きな柱として取り入

れていくというところが、区の計画の大き

な特徴かなというふうに思っております。 

 今回、皆様方、推進委員会のところで今

後どういった取組をしていただくかという

ことにつきましては、席上のほうに年次報

告書を、今回またお配りをさせていただい

ておりますけれども、こちらの２ページ目

のところをご覧いただければと思います。 

 ２ページのところで男女共同参画推進委

員会の役割ということで、図で示したもの

がございます。後ほどもう一度説明させて

いただきますけれども、この計画に基づく

様々な事業が実施されていますが、その実

施状況を実施状況調査という形でお示しを

させていただいております。この中身の中

で、区として今後もっと力を入れていくべ
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き点はどういったところかというところ

で、推進委員会の中で議論していただく中

で提言を出していただくと、その提言を区

のほうで受けて、その次にさらに事業展開

につなげていくというようなサイクルにな

ってまいりますので、計画に基づく事業が

しっかりと進捗しているのかどうかという

ところを、推進委員会の中で見ていただく

ような形になってまいります。年間５回程

度の会議を経て区に対する提言をまとめて

いただくと、そういった流れになってまい

ります。 

 簡単ですが、私のほうからの説明は以上

とさせていただきます。 

 

５ 委員長挨拶及び男女共同参画の動向に 

  ついて 

（寺島課長） 

 引き続きまして、次第の５番、委員長挨

拶及び男女共同参画の動向についてという

ことで、石阪委員長からお願いいたしま

す。 

（石阪委員長） 

 改めまして、石阪です。よろしくお願い

します。 

 私は昨年に引き続きということになりま

す。留任ということになっていますので、

今年度も１年間よろしくお願いします。委

員長ということで、皆さんのご意見をコー

ディネートできればと思います。 

 先ほど課長からもお話がありましたけれ

ども、昨年度末に区長のほうに推進委員の

意見として実際にちょっと話を、この議論

で出てきたことをまとめたものをご報告に

伺いました。ページのこの報告書の１ペー

ジのところに意見ということで総括がまと

めてありますけれども、大きく皆さんから

２つのテーマで課題、ご意見をいただきま

した。 

 １つ目が、安心して育児や介護ができる

社会の醸成ということで、主に皆さんから

介護、特に介護の分野において男性の参画

が非常に少ないということで、これは制度

面においても、また、それぞれの個別の家

庭においても、もうちょっと男性が入って

もらえるような、あるいは一緒にできるよ

うな仕組みづくりというものをしていかな

ければいけないだろうと、こういうご意見

をいただきましたので、こちらのほうを区

長に提言してまいりました。 

 そして２つ目としては、これは足立区で

は非常に大きな問題だと思うんですけれど

も、貧困の連鎖の回避のためにひとり親家

庭への日常生活支援を行うと、特にこの足

立区の貧困問題、これは全国的にもかなり

足立区としては重いテーマだということ

で、知っている方も多いので、皆さんもこ

のひとり親対策、貧困対策をどうするの

か、これも男女共同参画の委員会の中で非

常に大きなテーマとして皆さんにご意見を

いただきました。 

 中身を見るとバックアップする体制、こ

れはやっぱり、子育ては親の役割なんだけ

れども、なかなか抱え切れない部分は、区

としてあるいはいろいろな民間団体と連携

して、どうやってバックアップすればいい

のかということを、皆さんからご意見をい

ただきながら様々な講座や取組、こちらが

必要だということを、これも区長に対して

ご意見申し上げたということになります。 

 そして今年度ですけれども、先ほどまた

課長からお話があったように、また皆さん

から２つぐらいテーマを絞っていただいて

担当課のお話を聞いて、また区長のほうに

提言するという、スケジュールとしては２

ページにあるような形で第１回から第５回
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まで、昨年と同じようなスケジュールで進

めていきたいと思いますので、例えば今日

はどちらかというと皆さんに課題出し、い

ろいろな足立区の課題を伺うということ、

次回あたり最終的にそのテーマを２つぐら

いに絞り込みたいなと、そして、その次に

担当課の方にお越しいただいて質疑応答や

ヒアリングをして、その後、まとめていく

というようなプロセスで今年度も進めてい

きたいと思います。 

 折しもこのコロナですから、僕も足立区

の会議をたくさんやっているんですけれど

も、今、半分ぐらいリモートで行っている

状況です。この会議については、こういう

環境を維持しながら対面でやるということ

ですので、恐らく去年参加された方からす

ると、かなり広く部屋を使っているなとい

う感じですよね。ふだんはこの半分ぐらい

のスペースでやっていたと思うんですが、

それから途中、休憩もちょっと設けたいと

思いますので、そういう意味では、ここで

クラスターが発生しちゃったら大変なこと

になります。足立区はただでさえクラスタ

ーが出ていますので、そう考えると、その

辺皆さんにご協力いただきながら、何とか

できる限り対面で進めていければと思って

います。 

 それでは、冒頭、私のほうから、10分ぐ

らい前提となるお話をさせていただきたい

と思うんですが、皆さんもご存じのとお

り、この男女共同参画ですけれども、実際

に男女共同参画という言葉が使われ始めて

もう20年ぐらいたつんですよね。ですの

で、皆さんからするとこれは当たり前だ

と、男女共同参画と思われているかもしれ

ませんが、意外に区民の皆さん、一般の皆

さんは、男女共同参画と言われると、これ

は何だろうと、男と女の平等なのかなと

か、あるいは子育てに関わることなのか、

なかなか人によっていろいろご意見がある

と思うんですが、一言で言うと、どちらか

というと網羅的です。これというものがな

いんです。足立区の施策全てに関わり得る

ようなのがこの男女共同参画。これはなぜ

かというと、男女と書いてあるとおり男・

女、これが文字をそのまま取れば共同で参

画するということですから、分け隔てなく

自分のスタンスで物事に参画できるような

機会を保障する。著しい不平等がある場合

はそれを是正するというようなことで進め

られてきて、この20年間ようやく定着して

きた感はあるんですが、実は定着しつつあ

るとまた新しい課題が出てくるという、こ

の繰り返しなんです。 

 恐らく今度、第５次国の計画ができるん

ですけれども、その中に入ってくる幾つか

の項目の中で、まず１つ一番大きな点は目

標が達成できなかったもの、これが１つあ

ります。これは男女共同参画をやられてい

る方は202030という言葉をご存じだと思う

んですけれども、2020年までに管理職、指

導的・管理的な地位にいる女性の割合を

30％にする。これずっと言われて202030と

言ってきたんですけれども、今年2020年で

す。実際、管理職の割合はどれぐらいかと

いうと、先進国の中では最低水準14.8％。

アメリカは40％を超えていますし、北欧、

ヨーロッパは大体30％を超えているんです

が、日本は依然として15％もいかない。伸

びたことは伸びたんですけれども、数％で

す。ここは恐らく2020、30じゃもうなくな

るので、恐らく203030になると思うんです

けれども、僕の予想だと。１つ10年先に直

して何とか2030年までに30％と。 

 今日も会社の方がいますけれども、これ

も恐らく今のままやっていたら厳しい。実
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際、いろいろなデータを見てみると、まず

１つ、女性自身が管理職になりたいという

人が少ないんです、日本は圧倒的に。数で

す。これで例えばですけれども、考え方に

よっては、女性自身がなりたくないんだっ

たら、それは管理職にさせる必要はないよ

ねというような考え方に行ってしまって、

じゃ、いいじゃないかと、現状維持のまま

でというような形で、どんどんいってしま

ったという側面もあるのかもしれません

が、それだと先に進まないので、じゃ、な

ぜなのかというふうに、なぜ管理職になり

たくないのかというと、長時間労働であっ

たりとかいわゆる働き方の問題、これが非

常に大きいんです。つまり管理職になるメ

リットが少ないということ、女性にとって

ですね。これがまず１つ大きな点。 

 実際に仕事によってスキルアップをした

いとかキャリアアップをしたいという女性

の割合は非常に多いんです。ところが、日

本の場合は管理職になることでそのスキル

やキャリアのアップにならないという、こ

こが問題なんです。つまり、仕事に対して

正当な成果、例えば報酬であったりとか地

位が本来与えられて、自分のそれがやりが

いにつながっていくんですけれども、日本

の場合は管理職になるということがやりが

いにつながらない。だから管理職になりた

くない。ここの部分を変えないと、なかな

かこれを30％に持っていくのは難しいんじ

ゃないかと私は思っています。 

 そういう中で、今コロナというのは働き

方を見直す一つの機会でもあるのかなと、

これはどういうことかというと、今までは

会社に行って長時間そこに張りつくこと

が、仕事ができる人の一つの条件だったわ

けです。誰よりも長く仕事をする。誰より

も極端に言えば忙しくしているという、こ

れがある意味では働く側の需要としてはあ

る。ある意味では管理職につながるという

ふうに皆さん思っていたわけですけれど

も、ただ、果たしてそうなのかと。 

 実は僕は今、大学にいますけれども、大

学には今、学生はいません。ゼロです。僕

も20年以上大学の教員をやっていますけれ

ども、こんな年は初めてです、キャンパス

に誰もいないというのは。だから、僕も大

学に行くのは寂しいです。学生がいない

と、じゃ、何をやっているのかというの

と、皆さん家にいる。家からリモートで授

業をやるわけです。オンラインといってウ

ェブでつないで、そこで授業をやるわけで

すけれども、全面的にどの大学もほとんど

がオンラインを導入しています。オンライ

ンとオンデマンドというのはちょっと違う

んですけれども、オンデマンドというのは

動画を作ってそれを流すだけで、これはど

っちかというと１方向の授業なんですが、

オンライン授業というのはコミュニケーシ

ョンが取れます。一緒です。こういう形で

皆さんと話す。さらに言えば、グループワ

ークとかそういうのもできます。じゃ、グ

ループで議論をしてといって６人組のグル

ープをつくって、それで授業をやったりと

いうこともできるので、大学の先生は気づ

きました。これはひょっとするともう大学

は要らないかもしれないですね、キャンパ

スは。全部オンラインでやったほうがいい

んじゃないかと言う先生もいるし、学生も

実は、これ僕はかわいそうだと思ったんで

す、最初。学校に来られないというのは、

サークル活動もできないし友達とも話せな

い。かなりネガティブな意見が出るかと思

ったら半分以上の人が、こっちのほうがい

いと言うんです。何でかというと、今の若

者たちは比較的オンラインに慣れていると
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いうこともそうですし、通勤とか通学、い

わゆる移動リスクというのがないわけで

す。極端に言うと５分前に起きればいいわ

けです、授業が始まる。簡単に言うと、メ

ークも着替えもしなくて、下はパジャマの

ままでしゃべっている学生もいるわけで

す。 

 これができるというのは、ある意味で時

間というのをすごくみんな考えるようにな

ってきた。貴重だと、今まではだらだらと

時間をかけて大学に行く、授業を聞く、後

ろのほうで寝ていたりする学生もいて、オ

ンラインというのは物すごい出席率がいい

んです。びっくりするぐらい。例えば僕が

一番多かったのは、800人一気に授業をやり

ました。僕のこの声を800人が聞いている。

ただ、途中で20人ぐらい消えていくんです

が、それはいいですけれども、ただ、今ま

でだったら教室のキャパがあるんで、例え

ば100人までとかそういう中ですけれども、

オンラインの場合だと何人入ってきても大

丈夫なわけですから、出席率も非常に高い

ですし、それから学生に聞くとほとんど寝

られない。課題も多い。物すごい勉強して

いるという話ですから、恐らく、する仕事

によっては効率アップにつながるのが、こ

のいわゆるリモートというシステムです。 

 ですので、恐らく皆さんの職場でも、多

かれ少なかれこういったオンラインやリモ

ートというのは取り入れられて、労働時間

のこれが縮減につながっていく。区役所は

ちょっと難しいかもしれないですが、なか

なか。だけど、恐らく皆さんの部署によっ

ては、そういうものを使いながら労働時間

を縮減すると何が起こるかというと、例え

ば管理職の在り方であったりとかマネジメ

ントの在り方が、大きく変わってくるわけ

です。そうすると、今まで男・女というの

は一つの大きな壁になっていて、女性は家

のこともあるし子育てもあるしということ

でできなかったのが、家からできるという

ことになれば、これは大きく働き方も変わ

っていくわけです。 

 ですので、国の今、第５次の、これは12

月の末ぐらいに恐らく実際にできると思う

んですけれども、今ちょうど議論をしてい

る中で、その議論のプロセスを見ると、こ

の働き方改革に伴う、ある意味では例えば

管理職比率のアップにつながるような、ど

ういう働き方が可能なのかということをす

ごく議論されているようですから、いわゆ

るオンラインあるいはリモートを使った労

働時間の縮減、これをどう生かしていく

か、これぜひまた皆さんにも考えていただ

いて、いわゆる長ければいいという時代じ

ゃないという、そういうことも１つ男女共

同参画では大きな課題になるというのが、

１点目です。 

 これは今までなかった話です。今年はリ

モート元年と言われますけれども、まさに

今まではあまりこういう議論をしなかっ

た。ワーク・ライフ・バランスとか労働時

間を短くしようというスローガンは、どこ

にもあったんですけれども、それがようや

く実現できるような環境が出てきていると

いうところが、１つ前提としてあるだろう

と。 

 それからもう一つは、これは暴力の問

題、ＤＶの問題なんですけれども、この男

女共同参画で、ここでは今まであまり議論

は出ていなかったと思うんですが、今後大

きな課題になってくるのは、例えばＤＶと

それから児童虐待の被害者とかは、大体一

緒のケースがあったりとか、本来だったら

部署が連携しながらいろいろサポートして

いかなきゃいけないのに、別の部署なんで
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すね、それぞれが。ＤＶ対策をやっている

ところと児童虐待をやっているところ、児

相とか。なかなか連携ができずに、足立区

ではないですけれども、ほかの自治体で

は、悲惨な例えば子どもの虐待死なんかに

つながるケースがあったわけですね。野田

市なんかでもありましたけれども、あれは

一つは連携不足です。これはかなり大き

い。 

 役所というのはどうしても縦割りがあっ

て、ＤＶはＤＶとして一生懸命やると、児

相は児相で頑張ってやるということがある

んですが、いざ連携してサポートできるか

というと、なかなか難しい。そうなったと

きに連携できるような仕組みを、各自治体

でどうやってつくっていくのかというのも

大きなテーマですし、この点は充実はそれ

ぞれしてきたんですけれども、仕組みとい

う点で言うとなかなか進んでいないという

のが実態です。お互いに連携を取り合って

いないという自治体が結構あります。 

 ですので、子どもの虐待死を防止する、

あるいはＤＶを防止するという点からも、

この辺の仕組みに関することにもっと踏み

込んでサポートしていく、こういった姿勢

も必要なんだということで、第５次の中で

は恐らくここも非常に大きなテーマとして

盛り込まれると思います。 

 これも実はＤＶ問題というのは、どの自

治体の男女共同参画の施策に入っているん

ですけれども、特に連携のところ、ここは

非常に大きなテーマ。恐らく皆さんも、ご

自身の取組としては一生懸命やっているけ

れども、横のつながりは意外にないんです

よね。それこそ、こういうところで情報を

共有すると初めて、こうだったんだなと

か、こっちではこういうことがあるんだな

ということが分かるんですが、こういう場

はなかなかなくて貴重なわけですよね。そ

ういうものをある程度、連携をサポートす

る。この自治体の役割というものを今後考

えていかなきゃいけない。 

 それから、これも恐らく新しく入ってく

るテーマだと思うんですが、ＳＤＧｓとい

う言葉を聞いたことがありますか。持続可

能な開発目標という、国連が基本的には定

めて、17の項目を立ち上げていろいろ、皆

さんの一番身近なのは多分レジ袋問題とか

かな。海洋汚染につながるということで、

今日、例えばペットボトルの方がいますけ

れども、今、足立区はペットボトルを出し

ていないんですよね、会議で。これは何で

かというと、ペットボトルが、ここにいる

方はちゃんと普通に破棄されますけれど

も、一般的には、ぽいと捨てると、それが

海洋汚染につながっていて、マイクロプラ

スチックという小さいのになると、魚がそ

れを食べると、それがおなかにたまってい

って、それをまた人間が食べるとというこ

とで、海洋は今どんどん汚染されていると

いうことで、皆さんもご存じのとおり、ス

ーパーとかコンビニのレジ袋も有料化され

ていくと、今、技術開発が進んでいて、１

時間海につけておくと溶けるようなそうい

う袋も、今後出てくると思うんですが、た

だ、まだ費用がかなりかかる。価格が高い

ということですが、どんどんそういう環境

問題というのが一番身近なんですけれど

も、この実は男女共同参画に関するもの、

ジェンダー平等という言い方をしています

けれども、国連では、これがいろいろな貧

困につながるとか暴力につながるというこ

とで、これを目標値として達成していこう

と、さらに日本の場合は、ジェンダーとか

暴力よりもさっき言った管理職の比率であ

ったりとか、それから様々なジェンダーギ
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ャップ指数という国際的に比較できる指数

があるんですけれども、これ世界で166ぐら

い入っている中で年々順位を落としている

んです。100番より前に行ったことはほとん

ど日本はないんですけれども、120、30、40

という形で、これだけ日本は世界に対して

影響力のある国でもあるにもかかわらず、

この男女の分野に関しては非常に低い。低

位にいる。いわゆるほかの途上国よりもさ

らに下にいる。国際的なこの比較、この数

字を上げたいという思いが、国にはあると

思うんです。 

 そうなったときに日本でも課題なのは２

つ決まっているんです。教育とか健康の分

野というのはすごく日本はトップレベルな

んですけれども、政治と経済が物すごい低

いと言われている。この政治の分野、これ

は皆さんもご存じだと思いますが、例えば

議員さんの顔ぶれを見ても圧倒的に男性が

多い。先頃、国会では男女共同参画、男女

平等にしていこうというような法律、あれ

は法律なのかな。いわゆる取決めができた

んですけれども、それにもかかわらずなか

なか進まない。 

 それから経済の分野で言うと、さっき言

った管理職比率もそうですし、男女の差、

例えば給与の差もそうです。大体正社員で

比較しても男性を100とすると女性の場合は

70ぐらい、給与の割合が。これ先進国では

軒並み80％を超えているということを考え

ると、比較をすると圧倒的に低いですよ

と、このあたりも実は第５次の中で大きな

課題、国際的に見ると、日本では皆さん普

通だと思うのかもしれませんけれども、世

界的な基準に従うとかなり日本は低いです

よと、これを自覚するということ、これが

第５次の中での大きな課題だと、ほかにも

いろいろあるんですけれども、例えば我々

の大学でいくと、理系の分野の女子学生の

数が圧倒的に少ないんです。大体工学部な

んか行くと１割未満という大学が多い。な

ぜ理系の学生が少ないのかとか、このあた

りも実は大きなテーマなんですけれども、

こういった様々な課題が第５次の中で今、

議論されている途中です。恐らく、この会

議をやってちょうど終わる頃ぐらいに、終

わる頃というのは、最後が11月末ぐらいで

すから、その頃にもう骨格や概要というの

は出てくるはずなんです。 

 これを受けて足立区では、次年度以降、

今度は第８次になるのかな、足立区の男女

共同参画の計画をつくっていくということ

になりますので、恐らくこの間、新たなト

ピックがいっぱい出てくると思いますか

ら、ぜひ皆さんも興味や関心を持ちなが

ら、このテーマは足立区でも必要だよねと

か、このテーマはぜひ８次の計画の中に入

れてほしいよねというのがあったら、ご発

言いただければと思います。 

 ちょっと長くなりましたけれども、僕の

話は以上ということにさせていただきたい

と思います。あと５回、今日を入れて５回

ですね。よろしくお願いいたします。 

（寺島課長） 

 ありがとうございます。 

 

６ 副委員長の選任について 

（寺島課長） 

 それでは、審議、議事に入ります前に、

まず６番の副委員長の選任をさせていただ

きたいと思います。 

 副委員長の選任につきましては、規則の

第３条によりまして、委員の皆様の互選に

よって決めていただくということになって

ございますので、副委員長をどなたかご推

薦いただくことができますでしょうか。 
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（石阪委員長） 

 高祖さんにお願いしたいんですけれど

も、よろしいでしょうか。 

（寺島課長） 

 高祖委員というお名前がありましたが、

皆様、いかがでしょうか。よろしいです

か。 

  （拍手及び「賛成」の声あり） 

（寺島課長） 

 では、高祖委員に副委員長をお願いした

いと思います。席をお移りいただいてもよ

ろしいでしょうか。 

（石阪委員長） 

 副委員長ですけれども、乾さんが去年ま

ではやられていたんですけれども、今回ご

退任されたということもあるので、改めて

前任の方の中から、高祖さんの今までのご

活躍とそれから発言等々も含めて、事務局

と相談の上、選ばせていただきました。サ

ポートいただく立場ですけれども、高祖さ

んからどんどんいろいろ言っていただい

て、足立区のためですからこれは、そうい

う意味では、また活発なご議論ができれば

と思います。よろしくお願いします。 

 

７ 今年度の委員会運営方針及び検討・協 

  議・取組み事項について 

  （１）男女共同参画推進事業の年次報 

     告書の作成・区長報告 

     －報告は１２月までを予定－ 

  （２）「第７次足立区男女共同参画行 

     動計画」とこれに基づく実施状 

     況調査票（令和元年度）につい 

     て 

  （３）業者委託講座実施結果に関する 

     委員会での評価実施 

     －１０月・３月の年２回－ 

（寺島課長） 

 それでは、次第の７番になりますけれど

も、ここから先の進行につきましては、委

員長にお渡ししたいと思います。よろしく

お願いします。 

（石阪委員長） 

 それでは、事項書に沿って進めさせてい

ただきます。また皆さんから最後のほうに

ご意見をいただく機会もありますので、そ

のときにご発言をお願いできればと思いま

す。 

 それでは、事項書の７番目です。今年度

の委員会運営方針及び検討・協議・取組み

事項について、まず（１）です。年次報告

書の作成・区長の報告、これは私のほうで

先ほど説明させていただきましたけれど

も、区長の報告に行ってまいりました。こ

ちらについては先ほど説明したので、どう

でしょうか。もうちょっと補足いただけれ

ば。 

（寺島課長） 

 先ほど委員長のほうからもお話しいただ

いたところではありますけれども、１年間

の活動をこういった形で報告書のほうにま

とめまして、12月ぐらいに区長のところに

ご報告に行くという形になります。 

 年次報告書の中には委員会からの提言が

ここに載っているわけでございまして、そ

れを受けて先ほど事前配付資料でもありま

したが、提言についての所管課の考え方と

いうことで、委員会からの提言について区

側としてどのように受け止めるか、このよ

うにやっていきますよというところを、所

管課の考え方という形でまとめさせていた

だいております。今後、これにつきまして

も、このように取り組んでいきますよと言

っているのが、この紙なんですけれども、

実際にどのように取り組まれたかというの

を、後追いで確認をさせていただいて、委
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員会のほうにもご報告をさせていただけれ

ばというふうに思っているところでござい

ます。 

 年次報告につきましては、１年間、約５

回ほどの議論を経て、提言をまとめていた

だくといった流れになってまいりますの

で、よろしくお願いいたします。 

（石阪委員長） 

 何か質問ありますか。こちらの年次報告

を１年間かけて作成して区長にお示しする

ということになります。 

 こちらの進捗具合もそれぞれ担当課のほ

うで出していただいて、Ａ、Ｂ、Ｃという

形で入っていますので、恐らくＣとなって

いるのは目標達成できなかったということ

かな。と判断されて、Ａについてはおおむ

ね目標は達成できたということで、Ａ、

Ｂ、Ｃという評価、進捗度を評価していた

だいています。 

 これも後々気づいた点がありましたら、

また質問という形でも構いませんので、今

ありますか、何か見てみて。今はなかなか

厳しいですけれども、今ちょっとぱっと見

てここがというのがもしあればですけれど

も、もし次回、気になるところがあれば、

そのときにまたご発言いただいても構いま

せん。よろしいですか、こちらのほうは。 

 じゃ、何かなければ次に行きます。 

 それでは、２番目、（２）です。第７次

足立区男女共同参画行動計画とそれに基づ

く実施状況調査票、こちらについてです。 

（寺島課長） 

 こちらにつきましても、事前にご送付さ

せていただきました資料、Ａ３の分厚いも

のです。こちらが実施状況調査票という形

になっております。こちら令和元年度の各

事業の実績が載っております。それに対し

て計画の最終年度が令和３年度ですので、

最終的に３年度までにここのところまで持

っていくよという目標値が、右から３番目

のところに載っていますので、その目標値

に対して令和元年度実績、どこまで進んで

いるかというところの進捗度が、Ａ、Ｂ、

Ｃ、Ｄで載っているという形になります。

こちらのほうお目通しいただいた中で、今

年度の重要課題を決める上での参考にもし

ていただけたらいいのかなというふうに思

っております。 

 また、同時に送らせていただいた資料

で、こちらは施策の成果指標というのも送

らせていただいておりますので、こちらの

ほうもどの程度施策が進捗しているのか、

そういうところもこちらでご確認をいただ

きながら、ご議論の材料にしていただけれ

ばいいのかなというふうに思っておりま

す。 

 以上です。 

（石阪委員長） 

 こちらも先ほどと同じような形で、事業

ごとにそれぞれ目標値とそれから実績値と

いう形で書かれていますので、これも含め

てですけれども、先ほどの年次報告の評価

も含めて、休憩時間がありますから、その

ときにまたちょっと皆さん、ぱっと見てい

ただいて、もし気になるところがあれば、

休憩を挟んだ後に皆さんから何かご質問と

いう形でお受けしたいと思います。ぱっと

見ても分からないですもんね、これ見て。

しかも進捗ですから100％はどこもいってい

ないわけですよね、これについては。だか

ら現時点でということですから、例えば

60％であっても別に悪いわけではないと、

むしろ全然進んでいないものというのを逆

にピックアップして、例えば10％しか進ん

でいませんとか、そういうことになった場

合は、あれっ、これはどういうことなんで
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すかというような話になってくるわけで

す。じゃ、こちらも取りあえずは。 

 じゃ、続いて（３）です。業者委託講座

実施結果に関する委員会での評価実施、こ

ちらについてお願いします。 

（明石係長） 

 それでは、事務局の明石より説明させて

いただきます。 

 皆さんにお配りしたクリップ留めの資料

に沿ってご説明いたします。よろしいでし

ょうか。 

 これは令和元年度の下半期、講座の総合

評価表ということなんですけれども、今、

こちらの推進委員会の皆様には、提言をま

とめていただくほかに、当課が事業者に委

託して行っている講座の評価というのをし

てもらっております。今回、今年度からの

新しい委員の方が何名かいらっしゃいます

ので、改めてご説明させていただきます。 

 事業者については生活構造研究所という

ところで行っております。 

 事業者の選定はプロポーザルという形で

事業者の募集を行って、選定委員会の審査

を経て事業者が決定いたします。 

 事業の期間としては１年間なんですけれ

ども、更新は２回までということで、実質

３年間の契約で行っております。現在、生

活構造研究所なんですけれども、今年度３

年目になりまして、今年度プロポーザルを

行って、選定委員会審査を経て来年度の事

業者を改めて決定する予定でございます。 

 冒頭で申し上げた評価についてなんです

けれども、年に２回行っていただいており

ます。上半期評価、今年度については、令

和２年度の上半期については10月、つまり

第４回の推進委員会で行っていただきま

す。下半期評価というのは３月で、郵送な

どを通じて行っていただいております。 

 そこで参考１と参考２というのを見てい

ただきたいのですが、これは昨年度の下半

期評価、委員の皆様にご協力いただいたも

のでございます。今回、今まではずっとＣ

という形で推移していたんですけれども、

令和元年度下半期、これは４回目になるん

ですけれども、下半期については100点中84

点という形で初めてＢになりました。今年

度については、上半期、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響でなかなか始められてい

ないんですけれども、ちょうど今週の水曜

日から第１回目の講座が始まる予定でござ

いますので、よろしくお願いいたします。 

 今年度の予定としましては、性の多様性

を考える講座や、ドラマの上映会とかとい

ったものを予定しております。10月の第４

回に行われるのは上半期の評価になります

ので、またその都度、詳しい内容について

は説明していきたいと思います。 

 チラシを２枚お配りさせていただきまし

たが、こちらの「女性のための法律講座」

は、７月29日、ちょうど明後日から開始さ

れる講座でございます。ご興味がありまし

たらぜひご参加ください。「弟の夫」とい

うこちらは、ＬＧＢＴの「性の多様性を考

える講座」ということで、８月29日、１か

月ぐらい先ですが、こちらも上映会を行う

予定です。こちらについては、今日からち

ょうど募集を開始しました。皆様のほうで

もご興味がありましたらぜひご参加いただ

けますように、よろしくお願いします。 

 私のほうからは以上になります。 

（石阪委員長） 

 確認ですけれども、イベントはこれまで

ずっと中止というか延期だったんですね。 

（明石係長） 

 基本的には延期になっています。 

（石阪委員長） 
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 延期で、今度の７月29日からスタートす

ると。 

（明石係長） 

 はい、第１回が。 

（石阪委員長） 

 だから例年はもう当初から始まるんです

けれども、今年度に関しては、今までコロ

ナの影響で、今度、今週からスタートとい

うことになります。 

 それから、前任の方の評価というのを集

計いただいている表が参考２にありますけ

れども、こちらは今回は全部書面でやった

んですね、たしか。 

（明石係長） 

 そうです。 

（石阪委員長） 

 例年は書面じゃなかったんでしたっけ。 

（寺島課長） 

 下半期については、いつも書面でやって

いただいています。 

（石阪委員長） 

 書面ですかね。じゃ、評価の方法は一緒

ですね、そうすると。 

 それで今回は、例年いつもＣ評価だった

んですけれども、今年度については、昨年

度末ですね、Ｂ評価ということになりまし

た。例えばチラシや広報の仕方、恐らく今

年度もこういう形で講座が行われますの

で、ぜひ皆さんこういうのを見ながら、こ

れはもうちょっとこういうふうにしたほう

がいいよねとか、ここはこれすごくよくで

きているとか、これをまた次回の評価のと

きに、また数字化して皆さんにお答えいた

だくということになります。 

 ですので、これは年２回こういう形で評

価をすると、こちらについて何かご質問

や、あとチラシなんかも、あとは講座の内

容はコロナになってからかなり変わりまし

たか。例えばいわゆる密は駄目なわけです

よね。 

（明石係長） 

 料理講座も幾つか予定しているんですけ

れども、料理というのはガイドラインに沿

ってやってもなかなか難しいので、こちら

は適宜差し替えて講座を行う予定ではおり

ます。 

（石阪委員長） 

 人気講座ですよね。親子の料理講座は足

立区ではかなり人気のあった講座なんです

けれども、今年はちょっとそれは厳しいと

いう、食に関することは結構難しいです

ね、そうすると。 

（明石係長） 

 はい、なかなか難しいです。 

（寺島課長） 

 あと講座でも女性の護身術の講座をやっ

ていたんですけれども、当然、相対で実際

に体を動かしていってやっていたんですけ

れども、それはちょっと距離的なものもあ

り難しいだろうというところで、今回は別

のものに組み替えてという形にいたしまし

た。 

（石阪委員長） 

 そうなると、なかなかある程度講座も難

しいんですが、その中でやりくりしていた

だいて、なるべく区民の皆さんにとってい

い講座を。 

 あといかがですか。この講座については

皆様、何かないですか。大丈夫ですか。 

 また評価のときに。 

 高祖さん、どうですか。 

（高祖委員） 

 講座はコロナで回数が減ったりとか、委

託の費用とかでは回数とかで調整されたり

ということになるわけですか。 

（寺島課長） 
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 基本的には、前半戦できなかったものは

後半戦のほうに持っていってなるべくでき

るようにすると、今、先生がおっしゃった

ように、料理講座なんかはちょっと難しい

ので、その分は純減になってしまうんです

けれども、そこは区の施策として回数を減

らしているということになりますので、金

額的には影響は出てこないという形です。 

（高祖委員） 

 あと、いろいろ今後工夫されると思うん

ですけれども、先ほど委員長からもありま

したが、オンラインを使う講座というの

も、もしくは回数にもよるんですけれど

も、そういうのをやってくださると、今ま

ではちょっと足立区も結構広かったりする

ので参加しづらかった方が、参加できたり

ということもあると思いますので、そこら

辺、委託の業者さんのほうも何かちょっと

工夫していただけるといいのかなと思いま

す。 

（寺島課長） 

 そうですね。今後そういったオンライン

の講座というのも必要になってくると思い

ますので、業者さんとはそういった話も今

後していきたいかなというふうに思ってい

ます。 

（石阪委員長） 

 オンラインはぜひ提案していただきたい

ですね。もしできるものがあれば、実際に

来なくても家で受けられる。 

 ほかはいかがですか。講座について何か

もし皆さんからご意見、ご要望があれば。

よろしいでしょうか。 

 それでは、意見交換にこれから入ってい

くんですけれども、ちょっと一旦ここで休

憩を取らせていただきますので、もし皆さ

んその後、休憩明けに、先ほどお示しした

例えばこういった評価のところ、ご質問等

あればまた受け付けたいと思いますし、そ

の意見交換の中で、今度はどのテーマにつ

いてこれからご議論していくかということ

も決めていきたいと思いますので、もしご

提案やあるいは足立区の課題等々ありまし

たら、休憩明けにまたご意見いただければ

と思います。 

 じゃ、どうしましょうか。何分。今は45

分ですので。 

（寺島課長） 

 10分ぐらいで。 

（石阪委員長） 

 10分ぐらい休憩しましょうか。じゃ、55

分スタートということで。 

  （休 憩） 

 

８ 令和２年度重要課題の抽出及び意見交 

  換 

（石阪委員長） 

 それでは、55分になりましたので、委員

会を再開したいと思います。 

 事項書で言うと８番目です。令和２年度

重要課題の抽出及び意見交換、こちらにつ

いてですが、まずは今日、皆さん今年度初

めてということもありますので、例えば

今、皆さんが実際に抱えていらっしゃる例

えばお仕事の中で、足立区の課題になりそ

うなことや、あるいは今後議論していく中

でこういう点がいいんじゃないかというご

提案でも構わないので、もし一言ずつ何か

あれば。もし質問があれば質問でも構いま

せんし、何かこんなことを議論したらいい

んじゃないかというご提案でも構いません

ので、ちょっと一言ずつ。あまり議論が飛

び交うと密になるかなという気もするん

で、順番にマイクを回していくようなそん

なイメージでいきたいと思います。 

（徳永委員） 
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 弁護士の徳永です。どうぞよろしくお願

いします。 

 一番ホットになるのは、さっき委員長が

おっしゃったとおり、テレワークのところ

なのかなというふうには思います。うちの

事務所でも弁護士と事務局がそれぞれ所属

しているわけですけれども、テレワークは

今進めているところで、それこそ会議はＺ

ｏｏｍでやったりとか、Ｍｉｃｒｏｓｏｆ

ｔ Ｔｅａｍｓというアプリケーションを使

って、外部の電話もそれに飛ばしたりと

か、あとそれで社内のコミュニケーション

を図っていたりしているんですけれども、

どうしても結局出社しないと続けられない

仕事というのがどうしても多くて、多分ほ

かの事業所さんとかでも、テレワークを進

めたいけれども、なかなかなというところ

が多分あったりとか、そもそも進める気も

ない事業所さんももしかしたらあるかもし

れない。どういうところが障害になってい

るのかというところを、区としてどういう

ところができるのかというのは、１つ関心

であるのかなというふうに思います。 

 それはそれで１つとして、私はすごい個

人的に今、関心がある分野がＤＶなんで

す。話が大分変わりますけれども、子ども

が虐待死された事件のお母さんの刑事事件

を担当することになって、問題が虐待事件

なので、お母さんの責任とか親御さんの責

任というのはもちろんあるし、とても重い

とは思う一方、やっぱりそこにはＤＶとい

う非常に根深い問題がありまして、今、す

ごくにわかに関心を寄せているところであ

ります。 

 さっきから、基本目標のどれなのかなと

いうのはちょっと分からないんですけれど

も、ＤＶの問題はご本人がなかなかＤＶで

あるという認識をしない。それは配偶者の

ほうに支配されていて自尊心とかも傷つい

てしまっているので、行動にも起こせな

い。そもそも行動を起こそうという気も起

きない。だから、相談につなぐまでのまず

高いハードルがある。そして、相談につな

がったとしても、なかなか適切な支援が実

は難しかったりする。それこそさっき委員

長がおっしゃったような連携の問題がある

と思いますし、あるいはＤＶは、言葉の暴

力だと一般の人にはなかなかぴんとこない

かなと、ただ、それが実はかなり深刻だっ

たりして、なかなか相談に乗る側の知識の

問題もあるのかなというふうに思っていま

す。 

 それを経て子どもが亡くなるという、時

に重大な悲劇を生じ得る場面ではあると思

いますので、そこの取組をもっと足立区と

して活性ができ、そもそもどんなことをや

っているのかというのも、まだあまり知ら

ないんですけれども、そういうのをお伺い

しつつ、どういうことをもっと足立区とし

てすることができて、最終的にＤＶや児童

虐待をなくすためにはどういうことをした

らいいのかというのを、議論できればいい

かなというふうに思います。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 今のＤＶですけれども、このコロナの問

題とも大きく絡むんですよね。外出する機

会が減って家に籠もって仕事をするように

なると、当然、子どもと接する時間が長く

なるし、ある意味ではその中で起こる虐待

ということもあり得るので、今後、実はそ

の問題というのは１つ大きなテーマになり

得るということですので、またどこかの場

でご議論できればと思います。ありがとう

ございます。 

（石川委員） 
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 マザーズハローワーク日暮里の石川と申

します。今年もよろしくお願いします。 

 ハローワークのほうでは、コロナの影響

を受けて事業所の方もそうですし、労働者

の方、一般の方も、多く相談に見えている

という状況です。その中で今回、コロナの

中で感じたことは、特にマザーズハローワ

ークというところなので相談者の方からあ

ったのは、学校の休業の問題で子育てとの

両立が非常に厳しくなったというところ

に、すごく影響を受けたというのを感じま

した。 

 学校が休業で子どもを見なくちゃいけな

いといったときに、そこに子育てをすると

いうのは女性のほうにどうしても比重が大

きくなってしまっていて、休まざるを得な

いとか、そういったところが男女の格差が

あるのかなというのを感じまして、その辺

のところですかね。男性の育児とかの参加

と、それから女性の働き方については、引

き続き考えていかなくちゃいけないのかな

というふうに感じております。 

（石阪委員長） 

 実際に男性・女性両方働いていて子ども

がいる場合は、女性のほうが圧倒的に仕事

を休む確率が、全国的なデータはないです

けれども、恐らく今回そんな印象でした

ね。 

（石川委員） 

 そうですね。特にパートタイムとか非正

規で働いている方もいますし、ひとり親の

方なんかは、本当に子どもを見なくちゃい

けないけれども、会社には仕事を休まなく

ちゃいけないので。 

（石阪委員長） 

 保育園のほうもクラスター防止で休業に

なってしまったケースもあったみたいで、

そうすると預ける場所がもうないという

ね。 

（石川委員） 

 ないというところもありますし、やはり

休まなくちゃいけなかったりとかするのは

女性なのかなというところで。 

（石阪委員長） 

 分かりました。ありがとうございます。 

（内藤委員） 

 労働政策研究・研修機構の内藤です。よ

ろしくお願いします。 

 ２つ思うことがあって、１つはコロナ関

連で今、石川さんもおっしゃったことです

けれども、女性に多くしわ寄せが来ている

のではないかということです。仕事をして

いる女性の場合で、どのように休校措置に

対応したかというと、労働政策研究・研修

機構の５月の調査の分析によれば、女性労

働者の休業者割合は、男性の３倍以上とな

っていました。さらに在宅労働、在宅勤務

という形で、例えば夫婦ないしは女性だけ

が在宅勤務という形になっても、結局、休

校になっていますので、実際には子どもの

ケアや教育と自分の労働を両立させるとい

うのは相当困難であったろうと思います。 

 さっき委員長から、こういうのは働き方

が変わっていくきっかけになるという、ポ

ジティブな捉え方のお話を聞いたと思いま

すけれども、そのためには、ずっと休校措

置が続くわけじゃないですけれども、で

も、育児や教育といった側面と自分の労働

を、自宅において女性のみが過重な負担で

やるとすると、当然、仕事の能率も上がら

ないために、成果だけで見るよといったと

きにもフェアではないという結果になるん

です。 

 労働時間だけじゃなくなりますよねとい

うところはそうなんですけれども、そうは

いっても、絶対的な時間がないところで両



19 

立が難しいとなると能率が落ちて、やはり

女性の労働者は駄目だねということになり

ますので、時短にはなる側面はあるとして

も、家庭内のワーク、育児や教育、こうい

った側面をどう夫婦で分担するのかという

のは、女性の労働にも関係してくると思っ

ています。 

 それと、コロナ関係では、そういう主に

正規、リモートワークができる女性の問題

だけではなくて、多くは非正規で、非正規

労働に就いているのは女性が圧倒的に多い

わけですけれども、こういう方々はリモー

トワークできない人が多かったです。そう

すると働きに出ざるを得ない。これは感染

リスクが高いという不平等の問題がありま

すし、さらに、非正規労働であるがゆえに

仕事を首になったりとか、そういうリスク

があって、多分、石川さんはそういうのを

ご覧になっていると思うんですけれども、

そういうことが多くあって、女性が今回の

ことで貧困に直面する。これはシングルマ

ザーであれば当然ですが、マザーでなくて

もシングルであれば当然ですし、当然、結

婚している人であっても、女性の労働者が

非正規であるがゆえに職を失うということ

は、起きてしまっているんじゃないかなと

思います。 

 ただ、状況が状況で、今コロナ第２波と

言われる状況の中で、なかなかジェンダー

の問題がこういうことが起きているとか、

貧困の問題はこういうことが起きていると

かというのがなかなか言いづらい、顕在化

しづらい。報道などを見ていてもあまり目

にしない。 

 これは顕著な話があって、コロナ以前

は、ちょうど今年６月にハラスメントの法

律が施行されるために、ずっと私のところ

に取材がものすごく多かったんです、女性

労働やハラスメント関連で。でも、コロナ

禍以降、全く来ないです。報道されないこ

とにより、なかなかそういうジェンダーの

問題に人々が気づけないということになっ

てしまっているのではないかと思うので、

ここの委員会の役割として、コロナで女性

が置かれている状況を可視化することが、

重要なことかなというふうに思っていま

す。 

 これはコロナ関係で、もう一点は今、少

し申し上げた、昨年、国のハラスメントに

関する法改正がありまして、今までセクハ

ラやマタハラについては、職場の法律です

けれども、企業が予防したり対応する義務

があったわけですが、それがパワハラにも

導入されたり、セクハラについては少し改

善されたりということがあって、今年の６

月１日から大企業には施行されて、あと行

政にも施行されています。 

 地方自治体は実は民間事業主と同じ適用

対象になっていて、なかなかあまり知られ

ていないという問題があります。足立区と

して民間事業主に徹底していただく、きち

んと事業主として一定の対応、予防、対応

義務があるということを周知、もちろん国

もやるべきですが、足立区としてやってい

ただきたいのと、それから、隗より始めよ

ということで、自治体も自分もやらなけれ

ばいけないので、まず自分が模範として見

せていくということが大事だと思うんです

が、そういう内容でいくと、恐らく基本目

標の１の４とかですかね。区役所内の女性

の活躍推進とか、そういったところになっ

てくるかと思うんですが、なかなか施策と

して具体的にそこに落とし込まれてはいな

いんだと思うんですが、ぜひ今後はそうい

うことも考えていっていただけたらなと思

っています。 
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 長くなりましてすみません。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

（片野委員） 

 片野でございます。よろしくお願いしま

す。 

 私は２点ございまして、まずコロナ禍の

女性の問題なんですけれども、私はセカン

ドハーベストと共同して、母子支援施設を

お借りしてパントリーをやっているんで

す。コロナが始まりまして、その利用者が

本当に倍ぐらいになって、５日間、申込期

間が始まったその辺で倍になってしまっ

て、各足立区に９か所ありますけれども、

パントリー、どこも倍以上の申込みがあっ

たんです。実際、私は学習支援などもして

おりまして、お母さんがダブルワークして

いた世帯でも、シングルのお母さん、１つ

仕事を失っているんです。あと、残業して

いたところが時短になってしまって、仕事

がなくて夏期講習のお金が、学校のが払え

ないと、それぐらい逼迫している方が多

い。これに対してどうやって、私たちＮＰ

Ｏ集まっていつも協議していますけれど

も、これから施策としてそういうところを

どうして救っていくのかということを、考

えていただきたいと思います。 

 リモートワークしていても、お父さんも

お母さんもリモートワークなんですけれど

も、お父さんは外に行っちゃうらしいんで

す。カフェとかに行ってリモートワークし

ているらしいんです、子どもがうるさいか

ら。部屋の中で３歳児とか５歳児がわめい

ている中でできるかと、行っちゃうんです

って。お母さんも仕事しているからリモー

トワークなんだけれども、お母さんは家で

やれって、そういうことがあって、決して

変わることがなかったというお母さんの声

もあったので、私はここの個別事業の中の

14番、施策４の中のワーク・ライフ・バラ

ンス啓発出前講座、これを充実させていた

だきたいなとすごく思っています。 

 今、教育相談課の登校サポーターをやっ

ていて、不登校の子たちを支援をしている

んですけれども、そこで子どもたちの話を

聞いたときに、お母さんの仕事として家事

があるんです。女の子がそうやって思って

大きくなっていくんです。それは、その家

庭の醸し出す醸造される雰囲気を持って大

人になっていくわけで、やはりそうではな

い、家のことをやるのは、別にお母さんが

やるのが決まっているわけじゃないという

ことを、小さいうちから教えていったほう

がいいんではないかということを、私はす

ごく感じているので、あとは大学生の、私

は通信の大学院に行っていまして教育心理

学の授業で、あおり運転する彼氏とは付き

合うなということを、先生が授業中におっ

しゃっていたんです。あおり運転するよう

な人は、資質を持った人は、ＤＶに走る率

が非常に高いとその教授は、ある実績を持

った人が言っていましたけれども、そうい

うことも必要だと思うんです。女性学って

これからもう少し必要なのかなと、今、非

常に思っています。 

 以上です。 

（石阪委員長） 

 そうすると、家のことだけじゃなくて例

えば学校教育であったりとか、そういうこ

とも含めてですね。子どもの頃からね。 

（片野委員） 

 含めてですよね。そういう土壌が、男女

の不平等がもう風土化しちゃって、そこに

疑問を感じなくなっているという、すごく

それを感じました。 

（石阪委員長） 
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 今のお三方もどちらかというと、当たり

前だと思ってしまって結局、これ顕在化し

ないんですね、ジェンダーの問題として。

全て例えば貧困なら貧困に覆いかぶされて

しまって、本来はそこに男女の差があるに

もかかわらず、何となくそれを見過ごして

しまっている。 

（片野委員） 

 見えにくくなってきてしまって、１枚剥

がないとそこが出てこないという。 

（石阪委員長） 

 出てこないですね、表には。そういうこ

とになります。 

 お願いします。 

（野田委員） 

 社会保険労務士の野田と申します。今年

もよろしくお願いいたします。 

 社会保険労務士としての仕事のほうで直

接関わっているところで、コロナの影響が

どうこうというところ、いろいろありはし

ましたが、男女共同参画という意味での直

接的な問題は、私の近くでは起きていない

というのがあります。 

 何か話さなきゃいけないなと思ったんで

すけれども、先ほど石阪委員長のほうでお

話しされていた北欧のほうでは、男性が女

性と同じ地位でというようなお話があった

と思うんですけれども、私が30年前にノル

ウェーに１年間ほどいたことがありまし

て、その当時は、男性が育休を取って子ど

もたちを乳母車に乗せて散歩しているとい

うのが、すごく当たり前な景色があったん

ですけれども、それよりもさらに前の時点

で国の政策として、逆差別じゃなかろうか

というぐらい強硬な、男性と同じレベルだ

ったら必ず女性を採りなさいのような、そ

んな政策があったということを聞きまし

た。これが正しい情報かどうかちょっと分

からないんですが、私の知っている周りの

人たちから聞いた話では、そういうのがあ

ったということを聞いたので、意識改革を

どうこうというよりも、そういうちょっと

不平不満が出るぐらいの強い何かの力とい

うのが、もしかしたら男女の平等に持って

いく日本の今のこの状況を変えるには、必

要なのかなというのを、ちょっと今、思い

出したのでお話ししました。 

（石阪委員長） 

 ポジティブアクションですね、そうする

と。ある程度能力が、同じ云々の問題は別

として、女性を積極的に採用するとか昇進

させるという、これは今まだやっていると

ころは少ないですか、会社の中で。なかな

かできないですもんね。採用のところに女

性を公に採用しますと言いづらいのかな。

どうなんでしょうかね。大学なんかでは結

構書いてあります。実際に大学の教員を採

用するときに女性教員を採用しますと、能

力が同じ場合というふうに書いてあります

けれども、積極的に女性を採りますと、こ

れは恐らく北欧をモデルにしていると思う

んですけれども、そういうような例えば採

用や昇進のときにある程度女性を上げるん

だという、そういう意識が多分、国や企業

にあったんですね。そうしないとなかなか

難しいということですね。 

（野田委員） 

 そのぐらい強い何か力がないと、なかな

か難しいのかなというふうに思いました。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 すみません、よろしくお願いします。 

（田中裕子委員） 

 人権擁護委員の田中裕子と申します。 

 人権擁護委員というのは仕事ではなくボ

ランティアなので、仕事は別に持っていま
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す。人権擁護委員としての仕事は、今年２

月ぐらいからほとんど全部中止になってし

まっていて、相談なども、対面での相談も

できませんので一切やっていない状況で、

８月の終わりに電話相談があるかなという

ぐらいのところで、今、大変にひきこもり

状態におります。 

 仕事のほうは小学校のほうへ行っており

ます。小学校がこの３月から休校になっ

て、小学生のお子さんがいらっしゃる方は

ご存じだと思うんですけれども、４月の途

中で一度、希望するお子さんは学校へよこ

してください、昼食も出しますよと言っ

て、２日か３日後にそれが中止になったり

してという、本当に刻々と変わるので、現

場も大変に苦労して対応していました。 

 ３月から５月まで子どもたちが休校して

いまして、小学校は校庭で卒業式をし、入

学式も校庭でしましたけれども、中学校の

卒業式はできなかったんじゃなかったかと

思うんです。それと、中学校の入学式はた

しか雨が降っちゃったんじゃなかったかな

と思うんです。 

（田中孝子委員） 

 できていないです。 

（田中裕子委員） 

 できませんでしたね。ですからそういっ

たことで、本当に小学校の卒業式を校庭で

行い、中学校の入学式ができなかった子ど

もたちの気持ちを思うと、かわいそうでな

らないんですけれども、そういった中で６

月から３分の１登校というのが始まって、

１クラス七、八人の子どもたちがぽつぽつ

ぽつと、おしゃべりがとてもできない状況

です、離れていますので。そういった中で

３週間登校して、本格的に全員が登校して

きましたけれども、とにかく今、子どもた

ちを見ていて思うのは、本当にしゃべらな

いんです。声が小さい。何を言っている

か、マスクもしているせいもあるんでしょ

うけれども、何を言っているか分からな

い。本を読みましょうといっても聞こえな

いんです。これが30人の声なのかなという

ぐらい子どもたちが、本当にびくびくして

生活しているなという感じがします。 

 もちろんけんかもありませんし、給食も

前向きでしゃべらないで食べていますか

ら、そういった状況で子どもたちの今、学

校へ来られているという喜びで、夏休みが

なくてかわいそうなんですが、２週間しか

今年はないので、８月８日ぐらいまで学校

へ来て24日からもう始まってしまうという

中で、子どもたちは学校へ来ているほうが

いいのかな、それともどうなのかなという

感じがあります。 

 一堂に会して何かするということも一つ

もありません。月曜日の朝会なんかも放送

でやっておりますので、子どもたち全員が

集まることはない。校庭は学年別には遊び

ますので、密になることは絶対ないです

し、掃除当番も子どもが帰った後、教師が

やっていますから、一切やらないというよ

うな状況の中で、子どもたちは何となく大

事に大事にされながら今、過ごしているん

ですけれども、これが少したった後に、ど

んなふうに子どもたちの心に影響が出てく

るのかなという感じがしています。 

 学力のほうは、休んだ分は先生たちの努

力ですごく追いついてきていて、恐らく９

月ぐらいにはもう、４月からやっているの

と同じぐらいのレベルまで回復できるだろ

うと思うんですけれども、子どもたちの心

のほう、それから心の通い合いというんで

しょうか、コミュニケーション能力みたい

なものが心配なので、オンラインというお

話が先ほどありましたけれども、小学生に
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は不向きなのかなと、どこか感じていると

ころがあります。 

 ちょっとここの委員会とはあまり関係な

いかもしれませんけれども、私の関わった

ところでお話をさせていただきました。 

 以上です。 

（小川委員） 

 皆さん、こんにちは。私は足立区の各企

業さん、会社さんの会員さん5,600社から成

るその団体の中の副会長ということで、こ

こに参加をさせていただいております。皆

様方のいろいろな分野での活躍、報告をお

伺いいたしまして、それぞれに皆さんご苦

労をなさったり、いろいろな私どもの知ら

ないようなところでいろいろな体験を、日

夜なさっているんだなということで、改め

て知る思いでした。 

 私どももコロナ禍に入りまして、年間を

通していろいろな親睦会を含めて、総会を

含めて、いろいろな年間行事があったんで

すが、ほとんど全てキャンセルいたしまし

て、といいますのも、会員がみんな各企

業・会社の社長なものですから、社長がの

このこ出てきていろいろなことをして会社

に、またご近所に、また関連業者に、迷惑

をかけちゃいけないということで、全てキ

ャンセルが優先とされてきました。ですか

ら、皆様に知らせるような会報紙の活動

も、全て報告だけ、こういうことを中止い

たしましたということです。 

 そんな中で、今日お話をお伺いしまして

痛切に感じましたことは、そんな私たちの

日本の中のいろいろなＤＶも含め、子ども

の貧困やら何やらも含めて、一番平均的な

ところで、ぽわっとして、自分の会社の経

営以外のことではあまり関心を示さないの

が、我々、会社経営者なのではないかなと

思うんです。数の上ではそういう人たちが

結構いるんですよね。この人たちが、もう

一歩、二歩、前に向いて力を発揮できるよ

うなことはないのかななんて、さっきちょ

っと田中さんとお話をさせていただいて、

痛切に感じたことでした。何かきっとお役

に立てるようなそういう大きなパワーを、

私たちのこの事業をする上での、そういう

目とか頭とか行動力を持ってすることがで

きるんではないかなと思っております。 

 そういうあたりも改革をして、これを予

定を見ますと、やたら貧困だ、本当に普通

のボーダーラインの下を掘り下げるような

ことに目を向けておりますけれども、そう

いう中間的な平均的な考え、生活を持って

いる人のパワーを利用するような、そうい

うこともまた必要なのではないかなと思い

ました。 

 以上でございます。 

（石阪委員長） 

 小川さんの会社とかでは、働き方はコロ

ナになって変わりましたか。 

（小川委員） 

 いえ、うちのほうは建築関係なんですけ

れども…… 

（石阪委員長） 

 リモートとかそういうのは難しいわけで

すね、現実的なオンラインとか。 

（小川委員） 

 そうですね。でも、それ以前に現調と

か、今までは現場へ行って、例えばこうい

うところを直したりというのも、早くから

ぱっと写真を撮ってメーカーに送って、い

ろいろな指定をしたりなんかというのは、

かなり早い段階でやっていましたので、た

だ、リモートは難しいですよね。慣れた目

とキャリアでもって現調しておかなくちゃ

いけないという、そういう職場なものです

から。 
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 以上でございます。 

 どうぞ、ございますか。 

（田中孝子委員） 

 足立区立中学校ＰＴＡ連合会、足立区立

第一中学校ＰＴＡ会長、２年目となります

田中孝子です。よろしくお願いします。 

 ＰＴＡはボランティアですので、仕事は

基本、子どもが学校に行っている間にパー

トに出ております。３月からのこの休校中

は、私のほうも仕事の休みをもらい約10週

休み、子どもに関わることができたので、

それはそれで良かったのかな。でも、子ど

もの見たくない場面も見てしまったり、給

食のありがたみを本当に感じた休み期間で

した。 

 私は２つありまして、１つは、ＰＴＡ会

長を今２年目なんですけれども、足立区35

校、36校かな、中学校があるうちＰＴＡ会

長というのは、お父さんのほうが多く、こ

こにもやっぱり男女のというのがあるのか

なと思って、お母さんたちは１割いるかい

ないかぐらいだと思うんで、ここを、お父

さんは仕事をしながらで、お母さんはおう

ちのこともしながらだったり、今は中学校

になるとパートに出ていたり、フルで働い

ている方もいらっしゃるので、なかなかだ

とは思うんですけれども、お父さんだと普

通に多分会社員だったり自営の方もいた

り、そうすると、お父さん、お母さんとい

うのはあまり関係なく、男女というのは関

係ないんじゃないかなと思って、ただ、や

りたくないから出てこないなのか、それは

古い体質が残っていて男社会なのかなとい

うのをすごく感じています。 

 もう一つ、仕事のほうでだったんです

が、最終的には私は包括支援センターの方

にちょっとお話しさせてもらったんですけ

れども、配達をしています、私は仕事で。

個人情報になっちゃうので、ちょっとどう

かなと思ったんですけれども、近所に包括

支援センターもあったので、ちょっと相談

に行って、その後どうなったかまでは追い

かけてはもちろんいないんですけれども、

二、三回そちらのほうに配達に行った際

に、息子さんとお住まいの方だったんです

けれども、結構年齢は七十幾つと言ってい

ました。その方が、コミュニケーションを

取りたいか、１人だからなのか、取りあえ

ず訪ねてきた人は誰でもいいのか話が止ま

らずに、それが３回も４回も同じ話をされ

たんです、行くたびに毎日のように。息子

さん宛ての荷物だったんですけれども、

「息子は今日は北海道へ行って、それから

送ってきたのよ」と、「今日帰ってくるの

よ」と、それ昨日も聞いたなという話を毎

回されて、それを３回、４回、しかも10

分、20分をそこで取られちゃったりもした

ので、ほかのお客様のほうにもね。私のほ

うの仕事の支障もあったので、帰りに包括

支援センターの方のほうには相談をさせて

もらったんです。 

（石阪委員長） 

 認知症ですかね。 

（田中孝子委員） 

 恐らくそんな感じ、認知症、ちょっと分

からないんですけれども、家族の方は多分

認めないと思うんですけれども、そういう

方へのケアと、家族も認めたくないですよ

ね。うちも義理の母がおととしぐらいに熱

中症になり、ただの熱中症かなと思ってい

たら、熱中症になる原因が、飲みたいとい

う気持ちがなくなるというか、飲んだ、食

べたというその区別がもうつかないぐらい

に認知症のほうが進んでいたために、飲め

なかった、食べられなかったみたいだった

んですけれども、そこでますますひどくな
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っちゃったという感じがあるので、そこを

少しでも早く食い止められるようなことを

できればいいのかなというのを感じまし

た。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

（上野委員） 

 皆さん、こんにちは。町会・自治会の上

野と申します。今年もよろしくお願いしま

す。 

 私のほうは町会・自治会なんで、あまり

これとはいろいろ関係もいろいろあるのか

なと思っているんですけれども、今、住区

センターはほとんど何も仕事がないんで

す。たまに私も呼び出されてちょっと行く

ぐらいで、何を話しようかなと思いなが

ら、ああ、そうだ、ちょっと前から思って

いたのが、福祉関係ですか、最近、仕事が

なくなったりして国からお金が出ています

よね。そういう人が結構、大分若い人で増

えているんですよね。 

 あと老人の人は、これは多分、区役所の

ほうで調べていると思いますけれども、公

園で碁をやったり、前までは飲み屋さんへ

結構行っていましたね。飲み屋さんだのパ

チンコ屋さん、そういうお金で使っている

から、それはみんな税金じゃないかなと思

うんですけれども、よく区役所のほうもお

金がいろいろ足らない部分が出てくるの

に、何でこういうのを調べないのかなと思

って、それは結構皆さん言っていますけれ

ども、だから仕事というのは、皆さん探し

てやらないといけないのかなと思っている

んですけれども、だから、私なんかはそう

いうのかかっていないですから、私はまだ

税金を気持ちちょっと払っていますけれど

も、そういうのを聞くと、ちょっと嫌な思

いをしますよね。皆さんもそう思うんです

けれども、だから、そういうのも区役所の

ほうはどんどん調べて、公園の掃除でも何

でもいいんですよね、やるのは。だから、

そういうのを何とかならないのかなと思っ

て、ちょっとふと思って、ここに書いてい

ないんですけれども、私のちょっと気持ち

です。 

（石阪委員長） 

 就業に結びつけるための支援ということ

ですね。 

（上野委員） 

 ええ、そうですね。 

（石阪委員長） 

 今、コロナで仕事自体が有効求人倍率が

今1.2ぐらいまで落ちてきて、一気にどんと

下がったのと、それからやっぱり難しい。

例えばひきこもりだったりニートだった

り、これはサポートステーション等々を通

じてやっていただく。あとは高齢の方はか

なり難しいですね、どういう支援をしてい

くのかというのは。 

（上野委員） 

 難しいですね。50代の人が多いんですよ

ね、そういう人。50代、60代。 

（石阪委員長） 

 ちなみに例えば住区センターというの

は、コロナの間というのは活動はほとん

ど。 

（上野委員） 

 今はみんな中止です。うちのほうは中止

です。 

（石阪委員長） 

 じゃ、あまり人がいない状態ですね。 

（上野委員） 

 ええ、９月からフラダンスや何かもちょ

っとやろうかななんて思っているんですけ

れども。 

（石阪委員長） 
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 じゃ、まだ全然何も。 

（上野委員） 

 ええ、何もやっていません。だから、子

どもさんを預かっているだけです。 

（石阪委員長） 

 そうなってくると、それこそひきこもり

じゃないですけれども、家にいるご高齢の

方がいろいろ例えばですけれども、今まで

だったら住区センターに行けば。 

（上野委員） 

 行けば、お茶も何でも出るんですけれど

も、今はちょこっと私たちが行ってもお茶

も飲めないんですよね。そういう時期で

す。まあ、しようがないなと思って。 

 よろしくお願いします。ありがとうござ

います。 

（猪野委員） 

 今期２期目を務めさせていただいており

ます一区民の猪野と申します。よろしくお

願いいたします。 

 個人的にはボランティアで、家族を介護

する人をつなぐ会というものの運営を手伝

っております。そちらのほうから見えたこ

とを申し上げますと、高齢者を家族に持っ

ている方のおうちというのは、結構、悲惨

な状態になっているところが多かったで

す。自分のところもそうですけれども、近

しいおうちでもいろいろ問題は出ていまし

た。表に出てこない問題というんでしょう

か。問題としては介護の仕方が１つ、それ

から家族間でのＤＶ、それと介護者のほう

の仕事、この３つは大きいかなと思いまし

た。 

 結局外に出られませんので、デイサービ

スとかへ行っていらっしゃる方はデイサー

ビスに行くのでいいんですけれども、デイ

サービスもお休みになったところが多かっ

たんです。そうしますと行けなくなるの

で、結局ずっと何カ月も家の中にいる。ひ

とり暮らししていた方が、私の知人のお父

さんとかも突然歩けなくなりました。今も

歩けません。リハビリしてもなかなか元に

戻らない。 

 うちの母も、要するに感染させてしまう

と今度はデイサービスにも受け入れてもら

えなくなるので、働きながら介護をしてい

る身としては、何とか行ってもらわないと

困るので、それ以外の日は全く外に出さな

いようにしたんですけれども、そうしまし

たら当然、認知機能の低下、筋力、体力の

低下、それから栄養不足が出てきている人

もいました。という状態で、それ三、四か

月前と同じ状態ではもうないんです。１日

単位で落ちていくんですよ、目の前で。そ

れが大変で、うちの母も認知症予防外来と

かに今、通院してリハビリをして回復を見

ているところです。 

 それが、ほぼ毎日リハビリとかしないと

回復にならないので、すごく大変です。そ

うなると今度は、家族・介護者と高齢者が

一緒に住んでいたりすると、お互いストレ

スがたまって、介護している側もストレス

がたまり過ぎると、下手するとＤＶまでい

ってしまうという話も聞きますし、自分で

も確かにそういう危機を感じます。もしか

したら虐待してしまうんじゃないかとか、

これは虐待じゃないかとか、いろいろ考え

ながら毎日過ごさなきゃいけなくなるの

で、こういう方はいっぱいいると思いま

す。 

 特にひとり暮らしの高齢者の方は、包括

さんもお休みになって誰も見に行ったりし

ないので、全く埋もれてしまうんですよ

ね。それで特に買物も行けない。お若い方

はネット通販とかいろいろありますけれど

も、そういうこともできないので、子ども
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さんの場合はいろいろなボランティアさん

とかが子ども食堂とか、お弁当の配達と

か、やってくださっているんですけれど

も、高齢者に対しては基本、包括が面倒を

見るみたくなっているので、何もないんで

すよ、そういう提供が。そうすると、本当

にパンしか食べないとか、何も食べていな

いとか、水も取らないとか、そういう方が

本当に解禁になってから出てきて、出てき

たときには手遅れみたいな話をいろいろ聞

きました。 

 あとは介護者のほうの仕事面というの

も、子どもさんを抱えている方、ひとり親

の方とも一緒なんですけれども、結局、デ

イサービスが休みになって家にいなきゃい

けないとなると、自分が仕事を休んで家に

いなきゃいけないとか、そういうことも出

てきますので、結局休みがちになってその

まま解雇されてしまったとか。 

（石阪委員長） 

 結果的には、さっきの小学校の問題と一

緒ですね、小・中学校の問題と。 

（猪野委員） 

 そうなんです。だから子どもさんだけじ

ゃなくて高齢者を持っているうちも、同じ

ような問題が起きている。 

（石阪委員長） 

 継続することがなかなか難しくなって。 

（猪野委員） 

 そうですね。なので、そういうことも全

部関連していますので、その辺をひっくる

めて、高齢者は別というのはちょっと置い

ていただいて、このコロナ禍では皆さんが

共存共栄できるような形で、何かいい対策

方法がないかなと思っています。 

 かくいう私も、６月末で雇い止めに遭い

ました。理由は当然、契約期間の終了とか

言うんですけれども、親の面倒を見るため

に休みがちになるとか、遅刻するとか、早

退するとか、そういうことが原因、理由と

思うんです。だから、なかなか働き方改革

といっても大手の会社とかは、全然そんな

ことできていないんですよ。規則にはあり

ますけれども、実際はできない。そういう

弱い立場の人から切っていくというところ

もあるので、本当に根底から変えられる方

法はないかなと思います。 

 あとは足立区は中小企業とかも多いの

で、そういう方々が、何かうまく人材のマ

ッチングみたいなのをして働ける場所が増

えるといいと思います。私も働きたいです

けれども、働けないというところが、すご

いジレンマなんです。 

 そういうのが気づいた点です。よろしく

お願いします。 

（亀田委員） 

 区民委員の亀田です。よろしくお願いし

ます。 

 私の個人的なところとしましては、ふだ

んは会社員ですので、リモートワーク半

分、出社半分みたいな感じでやらせていた

だいていて、ただ、先週ぐらいから出勤す

る人を減らすようにとさらに言われている

ので、多分これからもっと増えるのかなと

思っているような状況です。 

 あと、娘に子どもが生まれました。この

コロナ禍で母親学級とか、あとお父さんの

講座とかが全部中止になって、何も教えて

もらえないままに出産したんですけれど

も、去年こちらで紹介いただいたエル・ソ

フィアの講座で、お父さんの育児の関わり

方という講座があって、評価しなきゃいけ

ないから行ってきてといって、その講座に

娘とその旦那さんに行ってもらったんで

す。 

（石阪委員長） 
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 すごいですね。 

（亀田委員） 

 結果、出産までに子育てについて教えて

いただいたのが唯一その講座で、驚くこと

に旦那さんが、すごく子育てに協力してく

ださっています。本来なら実家に帰ってく

るべきなんでしょうけれども、旦那さんの

ご飯もあるので、自分たちのうちのまま子

育てしているような状況なんですけれど

も、旦那さんもリモートワークなので何と

かできているような状況です。このような

ことから私は、さきほどから皆さんがおっ

しゃっていた教育、教えるということを、

小さいうちから平等にやるということをち

ゃんと刷り込むのは、すごく大事だし、大

きくなってからでも、ちゃんとそういう機

会を与えれば、ちゃんと勉強するんだなと

思ったんで、それは本当に必要だなと思い

ました。 

 今回の何か題材を選ぶというときに私が

考えていたのは、このコロナで外出自粛と

経済不安というところで、ＤＶとあと幼児

虐待というのはすごい気になるかなと思っ

ています。 

 あと、子どもたちに目を向けてみると、

日常生活の乱れと学習の遅れというのがす

ごい気になるかなと思っていて、でも、さ

きほど田中（裕子）委員にお伺いすると、

学力はほぼ戻りつつあると教えていただい

たので、すごくほっとはしたんですけれど

も、そういう意味で、学習支援というとこ

ろは入れてもらいたいかなと思っていま

す。 

 あと雇用の確保というところと経済支援

というところは、社会的な問題だと思うん

ですけれども、そういうのも併せてここで

できたらなと思っています。 

 以上です。 

（石阪委員長） 

 ちなみに娘さんがご結婚されたパートナ

ーの方というのは、年齢は大体どれぐらい

の方。 

（亀田委員） 

 31歳ぐらいだと思います。 

（石阪委員長） 

 そのぐらいだと多分、普通に自主的に家

事を自らやるとか、子育てに関わって、そ

れも教育の成果もあるかもしれないです

し、足立区の講座の成果かもしれないで

す。 

（亀田委員） 

 全然昭和には考えられないことで、何で

もやっているんで本当にびっくりします。 

（石阪委員長） 

 昭和とまたそれこそ令和とだと、ちょっ

と世代が違うんでしょうかね。 

 ありがとうございます。 

 じゃ、高祖さん、どうでしょうか。例え

ば今ずっと見てきましたけれども、ＤＶが

比較的まず多かったのと、今コロナの状況

で、貧困にある意味では隠れながらも、そ

こには男女の問題が非常に大きな問題があ

るということもありました。 

 それから、どちらかというとあと子ども

たちですね。学校教育でも今回、休校が長

かったということもあって、特に対面でき

ないことのデメリットというのが非常に今

回顕在化したと、それからもっと言うと、

あとは学習支援ということで言うと、普通

の家庭の中での支援というのもなかなか難

しいので、そういういろいろなところに施

設に行ってという話もありましたし、様々

ありましたけれども、どうでしょうか。例

えば高祖さん、課題となるようなところを

あえて。 

（高祖委員） 
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 改めまして、さっきちょっとご挨拶しな

かったので、今年もよろしくお願いしま

す。あとは、私はＮＰＯの理事ということ

で書いてありますけれども、今日がはじめ

ましての方もいらっしゃるので。ファザー

リング・ジャパンという、笑っているお父

さんを増やそうと、そもそもお父さんが家

事・育児をしていきましょうという活動を

しているところです。パートナーもサポー

トしていこうという活動をしているＮＰＯ

です。あと、まさに今まで皆さんの言葉に

も出ていましたけれども、虐待防止の児童

虐待防止全国ネットワークというＮＰＯ活

動をしています。私は足立区在住なんです

が、両方とも全国組織的な感じで動いてい

るＮＰＯの理事をしています。 

 そして、ずっといろいろ気になる点は

多々ありつつも、この中の基本目標のとこ

ろでＣの進捗がついているところですね。

ざっと全部じゃないですけれども、例えば

子どもの預かり送迎支援だったりとか、産

前産後の家事支援だったりとか、コールセ

ンターにおける外国語対応とか、ニート、

ひきこもりセーフティーネット、多様な視

点を入れた防災計画、防災のところは去年

かな、女性の視点ももっと入れていただき

たいということでお話ししていたと思いま

す。あと男性ＤＶの、男性側のですね。男

性ＤＶの電話相談だったりとかというよう

なところ、Ｃがついているので、これから

またさらにやっていただけるんだろうなと

は思いつつも。行政で多々あるのが、行政

の側はすごく一生懸命やってくださってい

るんだけれども、その仕組みがあることが

当事者の方になかなか届いていないという

ようなところで、広報というかＰＲも、一

つ一つ多分一生懸命やってくださっている

んだと思うんですけれども、さらにお願い

したいなというふうに思っています。 

 今、本当に皆さんからたくさんのご意見

が出ましたが、私も委員長からのお話、冒

頭でもありましたけれども、暴力とＤＶと

いうところが重要と思っています。そこが

子どもの虐待もそうだし、介護でいっぱい

いっぱいになってというところで、家庭内

の暴力というのが起こってくるのかなとい

うところです。そこが私の問題意識です。 

 私は最初に家族の中に暴力があると思っ

ていて、思ったとおりに動いてくれないか

ら暴力で言うことを聞かせるというのがあ

りますし、そこで、いらっとして暴力を最

初しているんだけれども、だんだん疲れて

しまって離れるということになると、ネグ

レクトになったりとか、あとは子ども自身

も力を失っていくと、不登校は全部が全部

じゃないんですけれども、ニート、ひきこ

もりみたいなところにもつながっているの

かなというのを問題意識として持っていま

す。 

 そこで、本当にＤＶとか暴力をなくして

いくこともそうなんですけれども、あと子

ども自身、子ども参画、子ども自身に、自

分はそういう暴力を受けて当たり前じゃな

いよというふうに伝えていくというとこ

ろ、そこが、これは足立区に限らずなんで

すが、ちょっと弱いかなというふうに思っ

ているところです。 

 そこが大きく１つめなんですけれども、

あともう一つは、皆さんから今、お話があ

りましたように、お父さん自身の意識とい

うところで育休取得率が低いということで

す。でも、コロナになってから、また生活

パターンがいろいろ変わっていると思いま

すが、現状は男性の育休取得率は、最新の

データはまた出るらしいんですけれども、

今のところ６％なんです。女性は80何％な
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んですけれども、だから、そこを上げよう

という政府の目標も先送りされていること

もあります。育休取得、育休を取らなくて

もいいんですが、一緒に子育てをスタート

するために、産前講座をお父さんも受ける

という組立てにできたらと。意識の高い方

は自分で一生懸命学ばれているんですけれ

ども、多少うまい仕組みをつくっていかな

いと、なかなか自分から参画しようという

ふうになっていかないので、その辺が学ぶ

方が増えていくと大分変わってくるのかな

と思います。講座の中で子どもに暴力をふ

るわないというふうなことを学ぶと、夫婦

間の暴力もなくなるかもしれないし、子ど

もに対してもとか、家族を大事にしようね

とかというところにもつながってくるかな

なんていうふうに思っています。 

（石阪委員長） 

 なかなか育休が進まないんで、昨日かお

とといの読売新聞に出ていましたけれど

も、男性のほうに今度は産休を創設する

と、育休ではなくて産休にすると、その分

保障の上乗せができるということで、まず

は産休を取ってもらって、その後、育休を

取るというふうな方向に、どうも誘導して

パーセントを上げると。 

 国としても10％と小泉内閣の頃から言っ

ていたんですけれども、全然遠く及ばない

という、男性に関しては、女性の場合は

80％を超えて82～83％だったと思うんです

けれども、いくんですと、この差ですよ

ね。 

 今回コロナのこういう在宅ということも

含めて促進されるのかと思ったんですが、

思いのほか実はそういう方向に行かなかっ

たということもあって、国としても焦りは

あるということですね。男性の産休が恐ら

く近い将来できるだろうということです。

これも情報提供になります。 

 皆さんからいろいろお話を伺ったんです

が、恐らくこれを全て網羅するのはなかな

か難しいと、ただ、多くの皆さんが発言さ

れたのが、１つはＤＶだと思います。この

問題はコロナとも実は大きく絡む問題です

し、仕組みの問題にも絡んでくる。それか

ら家族の在り方、それからあと教育の在り

方にも関わってくる問題ですので、これは

１つ今回の今年度のテーマとして取り上げ

てもいいんではないかなと、皆さんの発言

を聞いていて思いました。 

 ですので、足立区の今７次の行動計画が

あるんですけれども、４本の大きな柱があ

るんですが、その４つだったかな、基本目

標というのがたしかあったと思うんです

が、そのうちの３つ目がたしかＤＶのテー

マ、冊子のほうにも多分ある。この４つの

柱のうちの３つ目の柱、ここから１つどこ

かを選んで担当課の話を伺うような、そう

いうイメージでいいのかなと、ページで言

うと14ページですかね。 

 それから、前回は基本目標の大きなとこ

ろで言うと１と４をやったんですけれど

も、そう考えると、２を今年度は進めても

いいのかなという、今のお話の中ですとコ

ロナの問題で言うと、１つは孤立というの

も大きなテーマかもしれません。先ほどか

ら出てきた高齢のケースもそうですし、そ

れから若者、例えばニートやそういう問

題、ひきこもりの問題もそうですし、この

コロナ禍において孤立を防止する。つまり

今、それこそ住区センターも含めてですけ

れども、ネットワーク自体が構築できない

ような状況ですね、皆さんのお話を伺って

いると。そういう中でどうやって孤立を防

ぐのかということが、区としても大きなテ

ーマになるんでしょうし、これも１つあり
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得るテーマかなと。 

 それからもう一つは働き方の問題です。

リモートというのは確かにいい面もあるん

ですけれども、半面、さっき言ったよう

に、逆に労働時間が長時間化するリスクも

ありますし、例えば男女の差の問題が潜在

化してしまって、逆に見えなくなっていく

というような課題もあると思いますので、

働き方の問題も１つあり得るかもしれな

い。このあたり、またちょっと、恐らく今

日決めなくても構わないんですね。 

（寺島課長） 

 次回で。 

（石阪委員長） 

 また皆さん一回持ち帰っていただいて、

今日の皆さんのご意見、ご発言を踏まえ

て、どのような形で今後議論していくかと

いうのを、また皆さんと一緒に考えていき

たいと思います。 

 じゃ、時間もそろそろということになり

ましたので、一旦、今日皆さんからご発言

いただきました。それを踏まえて次回、テ

ーマの確定ということに進んでいきたいと

思います。 

 

９ 今年度の委員会開催回数及び開催日の 

  決定について 

（石阪委員長） 

 じゃ、事項書で言うと９番です。今年度

の委員会開催回数及び開催日の決定につい

て、こちらのほうですけれども、これはプ

リントがありますね。 

（寺島課長） 

 資料２のほうです。 

（石阪委員長） 

 こちら資料２をご覧いただくと、今日が

第１回、７月27日、第２回以降は大体月に

１回、月の終わりのほうに設定してありま

す。２、３、４、５で、６回目はこれは予

備ということでいいですね。５回で終われ

ばもう５回でということになります。 

 これは一応日程と時間、場所を確定して

いますけれども、これも先ほど申し上げた

ようにコロナの状況でどうなるか分からな

いんですが、一応、今年度の予定、これ対

面で会議室で行うということで進めさせて

いただく予定でいます。また変更があった

ら、随時皆さんにお知らせするということ

になると思いますので、これはあらかじめ

スケジュールを調整いただければと思いま

す。 

 恐らくこれで皆さんから出していただい

たもので報告書を作成して、また区長に対

してこちらの報告書を渡すという、そうい

うプロセスで進んでいきたいと思います。 

 

10 その他 

（石阪委員長） 

 それでは、その他になりますが、こちら

は皆様から何かありますでしょうか。お知

らせ。 

 じゃ、猪野さんのほうから。 

（猪野委員） 

 さっきコピーを一番最後に、すみませ

ん、最後に。 

 先ほどコピーを１枚最後に配っていただ

いたんですが、もの忘れ・認知症予防外来

という梅田診療所というところのなんです

が、中のほう、認知症予防10カ条というの

が書いてありまして、実際に高齢者の方だ

けではなくて、ここに書いてありますよう

に、認知症は20年かけてひたひたと進みま

すということですので、もう皆さん対象者

ということなので、ここに書かれている10

カ条を注意していれば、比較的認知症にな

りにくいということらしいので、あと、生
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活習慣病とかそういう予防にもなりますの

で、ご参考に高齢者の方がご家族にいらっ

しゃったら、これを見ていただけたらと思

います。 

 あと、この梅田診療所で認知症外来が去

年から始まったんですが、ちょっとほかの

先生方とは違う治療方法とかをやっており

まして、今まで寝たきりだった、認知症と

言われていて起き上がれない、寝返りも打

てない方が、この先生の治療を受けて１人

で買物に行けるまで回復したとか、そうい

う上映とか動画も見させていただいたりし

て、今うちも実験的に通っていますが、で

すので、ちょっと気にとめていただいて、

認知症と思っていても実際は認知症じゃな

かったという場合もあるので、ちゃんと先

生のほうで検査とかもされますので、もし

気になる方とかがいたら、ちらっと教えて

あげていただけたらと思います。宣伝じゃ

ないんですけれども、一つの方法で。すみ

ません。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 ほかは、委員の皆さんから何か連絡事項

があるでしょうか。 

 

11 事務連絡 

  ・委員への連絡方法について 

  ・委員の謝礼について 

（石阪委員長） 

 それでは、事項書の最後になります。事

務連絡ですけれども、事務局から。 

（明石係長） 

 事務局から最後に連絡事項があります。 

 今、石阪先生がおっしゃったように、開

催日程調整表をご覧いただきたいんですけ

れども、次が８月31日月曜日となっており

ます。大体２週間ぐらい前に、今回と同じ

ように開催通知を送らせていただきますの

で、よろしくお願いします。 

 あと、今回の委員会の内容についての議

事録を、事務局と作成いたしまして皆様

に、次の８月31日のときにお渡しするとい

う形になりますので、よろしくお願いいた

します。内容の確認も、次のときに確認を

していただくという形になります。 

 私からは以上になります。 

 謝礼について担当の前川から。 

（前川主任） 

 前川と申します。 

 委員の謝礼についてです。本日の謝礼に

つきましては、後ほどご指定の口座に振り

込ませていただきます。大体３週間から４

週間ぐらい後になるかと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。まだご提出いた

だいていない委員さんは、帰りの際にご提

出いただければと思います。 

 毎回このように口座振替依頼書にご記

入、ご捺印をいただきますので、ご印鑑の

ご用意をよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

（石阪委員長） 

 それでは、事務局は以上でよろしいです

ね。 

 それでは、以上をもちまして、本日の委

員会ですけれども、終了させていただきま

す。 

 長時間にわたり、どうもご協力ありがと

うございました。 


